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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のガス器具の使用状況を監視するとともに、異常発生時にガスの供給を遮断するガス
遮断装置であって、
流量を計測する流量検出手段と、
前記流量検出手段の検出値より瞬時流量値を演算する流量演算手段と、
前記流量演算手段で求めた瞬時流量より平均流量を求める平均流量演算手段と、
求めた平均流量より器具変化流量の有無を判定する流量変化判定手段と、
前記流量変化判定手段で増加変化判定時に流量変化分を流量登録し、又、減少変化判定時
に流量変化分に近い登録流量を削除する流量登録手段と、
登録流量の合計値を計算する登録流量合計手段と、
前記平均流量と登録流量の合計値とから流量差を演算し、平均流量が登録流量の合計値よ
りも大きい時は前記流量登録手段により前記流量差を登録し、又、平均流量が登録流量の
合計値よりも小さい時は前記流量登録手段により前記流量差に最も近い登録流量から前記
流量差を減少補正する流量出力を行う流量差判定手段と、
器具の使用状態を監視する判定値を記憶する監視値記憶手段と、
前記流量登録手段の登録流量と前記監視値記憶手段の判定値とから異常の有無を判定する
異常判定手段と、
前記異常判定手段で異常判定成立時にガスの供給を遮断する遮断手段と
を備えたガス遮断装置。
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【請求項２】
複数のガス器具の使用状況を監視するとともに、異常発生時にガスの供給を遮断するガス
遮断装置であって、
流量を計測する流量検出手段と、
前記流量検出手段の検出値より瞬時流量値を演算する流量演算手段と、
前記流量演算手段で求めた瞬時流量より平均流量を求める平均流量演算手段と、
求めた平均流量より器具変化流量の有無を判定する流量変化判定手段と、
前記流量変化判定手段で増加変化判定時に流量変化分を流量登録し、又、減少変化判定時
に流量変化分に近い登録流量を削除する流量登録手段と、
登録流量の合計値を計算する登録流量合計手段と、
前記平均流量と登録流量の合計値とから流量差を演算する流量差判定手段と、
前記流量差が所定値以上の場合において、平均流量が登録流量の合計値よりも大きい時は
前記流量登録手段により前記流量差を登録し、又、平均流量が登録流量の合計値よりも小
さい時は前記流量登録手段により前記流量差に最も近い登録流量から前記流量差を減少補
正させる流量差比較手段と、
器具の使用状態を監視する判定値を記憶する監視値記憶手段と、
前記流量登録手段の登録流量と前記監視値記憶手段の判定値とから異常の有無を判定する
異常判定手段と、
前記異常判定手段で異常判定成立時にガスの供給を遮断する遮断手段と
を備えたガス遮断装置。
【請求項３】
請求項１または２項記載のガス遮断装置の手段の全てもしくは一部としてコンピュータを
機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガス遮断装置に関し、特に器具自体の流量制御により使用流量が変化した場
合でも使用時間制限機能による誤遮断を防止するガス遮断装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種のガス遮断装置としては、通過ガス量に対応した流量信号を出力する流量
測定手段と、流量信号が増減したときに使用中の個別器具の増減を推定し、増減した器具
の推定個別演算流量と使用した時間を出力する個別器具推定手段と、あらかじめ使用する
個別器具の流量を登録し登録個別流量と使用時間を出力する個別流量登録手段と、登録個
別流量を記憶する個別流量記憶手段と、増減した器具の推定個別演算流量が個別流量記憶
手段の登録個別流量に含まれず、かつ増減した器具の継続使用時間が第１の所定時間以上
続いた場合に個別異常信号を出力する異常流量判定部と、前記個別異常信号を受信して、
ガス流量の異常を警告報知する報知手段、またはガス通路を遮断する遮断手段と、個別器
具推定手段の器具の推定個別演算流量が個別流量記憶手段の登録個別流量に含まれず、か
つ個別器具推定手段の器具の使用した時間が第２の所定時間よりも長く第１の所定時間よ
りも短い場合個別流量推定手段の推定個別演算流量を個別流量記憶手段に登録する常時個
別流量登録手段とを備えたガス遮断装置が開示されていた（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　上記従来のガス遮断装置について図４を用いて簡単に構成を説明すると、１０１は流量
測定手段で、ガスメーターに取り付けられた流量センサである。１０２は個別器具推定手
段で、流量センサ１の流量信号を一定計測期間（３０秒）の平均流量として演算し、この
平均流量の増減をもとに使用中の個別流量の増減を推定し、増減した器具の推定個別演算
流量Ｑと使用した時間を出力する。この個別器具推定手段１０２は、平均流量が増加した
場合はその増加分のガス器具が使用されたと判断し、平均流量が減少した場合はその減少
分のガス器具を止めたと判断し、使用中の個別器具を推定する。各種制御による減少補正
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で流量変化分と一致する器具流量が時、例えば登録流量と流量変化分との差が、所定流量
範囲内に入れば該当流量と判定し減少補正する。
【０００４】
　１０３は個別流量登録手段で、その家庭で使用する個別器具の流量（Ｑｉ）を予めイン
プットする設定器である。１０４は個別流量記憶手段で、個別流量登録手段１０３の個別
器具の流量（Ｑｉ）と常時個別流量登録手段１０７の流量を順次Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３，・・
・，Ｑｎと記憶する。１０５は異常流量判定部で、個別器具推定手段１０２から出力され
る推定個別流量Ｑが個別流量記憶手段１０４の｛Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３，・・・，Ｑｎ｝に含
まれず、かつ推定個別流量Ｑが第１の所定時間（１０分）以上続けば、個別異常信号Ｅを
出力する。１０６は報知手段あるいは遮断手段で、個別異常信号Ｅを受けて警告報知する
ＬＣＤやＬＥＤ、またはガス通路を遮断する遮断弁を備えている。１０７は常時個別流量
登録手段で、個別流量推定手段１０２から出力される推定個別流量Ｑが第２の所定時間（
３分）以上かつ第１の所定時間（１０分）以内の場合前記推定個別流量Ｑを個別流量記憶
手段１０４に出力する。
【０００５】
　次に従来例の構成の動作を説明する。流量測定手段１０１の流量信号をもとに平均流量
を計算する。この平均流量と前前回の計測の平均流量との変化流量をもとめ、増加の変化
か減少の変化かを判断し、それぞれの処理により推定個別演算流量Ｑをもとめる。増加減
少処理の結果あらたに出現したこの推定個別演算流量Ｑが、個別流量記憶手段１０４に含
まれるかどうかかつ、第１の所定時間（１０分間）使用されたかどうかの判断をする。含
まれずかつ、１０分以上使用されれば報知手段または遮断手段１０６を動作させる。含ま
れずまたは、１０分以上使用されなければ、それぞれ未登録流量か、３分以上使用された
か、１０分以下の使用時間であるかを判断し、すべてに合致していれば、常時個別流量登
録手段１０７は、個別流量記憶手段１０４に登録の処理を行なう。
【０００６】
　いま、複数器具の同時使用により、Ｑｔ（例としてＱ２＋Ｑ３）という平均流量の増加
があり、使用時間がたとえば７分、すなわち、７分後に平均流量が減少した場合には、個
別器具推定手段１０２より推定個別流量Ｑｔを出力される。この推定個別流量Ｑｔは、常
時個別流量登録手段１０７により使用時間が３分以上かつ１０分以下ということで個別流
量記憶手段１０４に登録される。以降、個別流量記憶手段１０４に登録されるので、この
流量が１０分以上出現しても、遮断することはない。すなわち、同時立ち上げするケース
の多いガス器具による誤遮断を低減することができる。また、買い替え器具等による、新
しい個別流量Ｑｋ（３分以上１０分以下）があった場合には、個別器具推定手段１０２よ
り推定個別流量Ｑｋが出力される。この推定個別流量Ｑｋは、常時個別流量登録手段１０
７により使用時間が３分以上かつ１０分以下ということで個別流量記憶手段１０４に登録
される。
【０００７】
　以降、個別流量記憶手段１０４に登録されるので、この流量が１０分以上出現しても遮
断することはない。それぞれの家庭で使用する個別器具をあらかじめ記憶し、個別器具以
外の流量によるガス漏れによる事故を未然に防ぐことができ、器具の同時立ち上げあるい
は器具の買い替え等による誤遮断を防止できる。
【特許文献１】特開平７－４４２３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記従来の構成では、個別流量記憶手段に登録された以外の流量が新た
に検出された場合のガス通路の遮断、あるいは登録個別流量として新たに登録することで
誤遮断を防止するという機能は有しているものの、個別器具推定手段は個別器具を推定す
る際、登録個別流量として登録している器具が器具自身の流量制御により正常範囲内で流
量が少しずつ変化した状態で使用を停止した場合、登録時の個別流量と異なる値となり、
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登録個別流量を削除する際に間違って違う登録個別流量を削除してしまうケースがあり、
この場合、登録個別流量の少ない方を削除し、多い方が残ってしまうと、器具を連続して
使用可能な制限時間が短縮されることになり、予想以上に短い時間でガス遮断弁が作動し
てガスの供給を停止してしまうことになり、反対に登録個別流量の多い方を削除し、少な
い方が残ってしまうと、連続使用制限時間が延長されることになり、使用流量の大きな器
具を使用する場合等は安全性の面で課題を有することになる。
【０００９】
　例えばシャワーなどを使用するとき給湯器は設定湯温に保つ為にガス流量を温度偏差に
応じて制御し燃焼量を可変する場合があり、またファンヒータ等は一定室温に保つ為にガ
ス流量を制御し燃焼量を可変する場合がある。このような場合、器具使用開始時に個別器
具推定手段で求め個別流量登録手段に登録された推定個別演算流量が負荷変動に対応した
燃焼量制御によりガス流量が徐々に減少し時間経過と共に初期の推定個別演算流量と差異
が生じる場合がある。通常、複数器具使用中に他方の器具が使用停止或いは大きな流量変
化が発生すると、その変化量に基づいて個別流量登録手段の推定個別演算流量を登録し直
すが、上記使用形態の如く小さい変化率で徐々に変化する場合は推定個別演算流量の登録
し直し処理が実行されず、器具使用停止や器具使用追加のタイミングで推定個別演算流量
の登録し直し処理を行った場合に、燃焼量制御等で減少した実際の流量と登録された流量
の合計値とが異なる場合があり、このような場合、登録された流量の合計値が実際の流量
より多めの状態で監視されることになり、器具連続使用制限時間が短めにシフトされ誤遮
断に繋がることになる。つまり、実使用流量とは異なった監視を行うため誤遮断を防止で
きないという課題を有していた。
【００１０】
　本発明は、上記課題を解決するもので、器具使用停止を検出したとき、所定の登録個別
流量を削除した後の登録個別流量と流量演算手段で求められる平均流量値を比較し所定以
上の差が有る場合にその差分データに基づいて登録個別流量を補正することで、小さい変
化率でガス流量が徐々に変化するような使用形態においても登録個別流量を実際の使用流
量に近づけることができ、誤遮断がなく、安全性の高いガス遮断装置を提供するものであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記従来の課題を解決するために、本発明のガス遮断装置は、流量を計測する流量検出
手段と、検出値より瞬時流量値を流量演算手段で演算し、求めた瞬時流量より平均流量を
求める平均流量演算手段と、求めた平均流量より流量変化有か否かを判定する流量変化判
定手段と、増加変化時流量変化分を又減少変化時流量変化分に近い登録流量を減少補正す
る流量登録手段と、登録流量合計値を求める登録流量合計手段と、平均流量と登録合計流
量とから流量差を演算し再度流量差分を追加流量登録手段に登録したり又減少補正する流
量出力を行う流量差判定手段と、器具の使用状態を監視する判定値を記憶する監視値記憶
手段と、流量登録手段の登録流量と監視値記憶手段の判定値とから異常の有無を判定する
異常判定手段と、前記異常判定手段で異常判定成立時ガスの供給を遮断する遮断手段とか
らなる。
【００１２】
　上記発明によれば、器具が使用され器具流量が登録されている時、流量変化判定手段で
流量変化と判定されない微少な流量変化が継続した後何らかの器具が使用停止された時初
めて流量変化と判断され流量登録手段より削除されるが、流量登録後平均流量と登録流量
合計値との流量差がある場合、再度平均流量と登録流量合計値との差を求め、プラスの流
量差分の場合再度差分流量を登録し、マイナス流量差分の場合求めた流量差で登録された
流量のうち最も近い登録流量より減少補正することにより、使用器具の合計流量と監視す
る流量登録値合計とが一致し対応した使用時間で監視することができ、微少流量変化した
流量の器具を使用停止、或いは流量減少された場合、誤って微笑流量変換した流量値を器
具と間違って再登録しその流量を使用時間監視し早期に使用時間遮断し、ガス事業者の不
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要な出動回数が増大したり、暖房器具のように本来長時間使用可能であるのに短時間で停
止し使い勝手の低下するのを防止することができ、かつ安全性の高い。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明のガス遮断装置は、複数器具使用し複数の器具流量が登録されている時、流量変
化判定手段で変化判定されない微小な流量増加変化されたり、或いは流量減少変化されて
実際の平均流量が微小な変化しても、求めた器具使用合計の平均流量と監視する流量登録
手段の合計流量との流量差を再登録しなおしたり、或いは登録された流量値より再度減少
補正することにより、常に器具使用合計流量と流量監視する流量登録手段の合計流量とを
一致させて監視するので、監視する器具流量に漏れがなく、誤って微少流量変化した流量
を器具と間違って再登録しその流量を使用時間監視し早期に使用時間遮断し、ガス事業者
の不要な出動回数が増大したり、暖房器具のように本来長時間使用可能であるのに短時間
で停止し使い勝手の低下するのを防止でき、信頼性や安全性の高い効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明は上記目的を達成する為に、複数のガス器具の使用状況を監視するとともに、異
常発生時にガスの供給を遮断するガス遮断装置であって、流量を計測する流量検出手段と
、前記流量検出手段の検出値より瞬時流量値を演算する流量演算手段と、前記流量演算手
段で求めた瞬時流量より平均流量を求める平均流量演算手段と、求めた平均流量より器具
変化流量の有無を判定する流量変化判定手段と、前記流量変化判定手段で増加変化判定時
に流量変化分を流量登録し、又、減少変化判定時に流量変化分に近い登録流量を削除する
流量登録手段と、登録流量の合計値を計算する登録流量合計手段と、前記平均流量と登録
流量の合計値とから流量差を演算し、平均流量が登録流量の合計値よりも大きい時は前記
流量登録手段により前記流量差を登録し、又、平均流量が登録流量の合計値よりも小さい
時は前記流量登録手段により前記流量差に最も近い登録流量から前記流量差を減少補正す
る流量出力を行う流量差判定手段と、器具の使用状態を監視する判定値を記憶する監視値
記憶手段と、前記流量登録手段の登録流量と前記監視値記憶手段の判定値とから異常の有
無を判定する異常判定手段と、前記異常判定手段で異常判定成立時にガスの供給を遮断す
る遮断手段ととからなる。
 
【００１５】
　そして、器具使用を流量検出手段で検出し、流量演算手段で瞬時流量に換算し、平均流
量を求めるが、器具が使用されるたび、増加流量登録手段により流量登録されるが、器具
が使用され器具流量が登録されている時、流量変化判定手段で流量変化と判定されない微
少な流量変化が継続した後何らかの器具が使用停止された時初めて流量変化と判断され流
量登録手段より削除されるが、求めた平均流量と流量登録値の合計値との流量差よりプラ
スの場合再登録し、マイナスの場合流量差分を最も近い登録流量より減少補正することに
より、全ての使用器具の流量を流量登録させ、対応した使用時間で監視することができ、
微少流量変化した流量の器具を使用停止、或いは流量減少された場合、誤って微笑流量変
換した流量値を器具と間違って再登録しその流量を使用時間監視し早期に使用時間遮断し
、ガス事業者の不要な出動回数が増大したり、暖房器具のように本来長時間使用可能であ
るのに短時間で停止し使い勝手の低下するのを防止することができ、かつ安全性の高い。
【００１６】
　更に本発明は上記目的を達成する為に、複数のガス器具の使用状況を監視するとともに
、異常発生時にガスの供給を遮断するガス遮断装置であって、流量を計測する流量検出手
段と、前記流量検出手段の検出値より瞬時流量値を演算する流量演算手段と、前記流量演
算手段で求めた瞬時流量より平均流量を求める平均流量演算手段と、求めた平均流量より
器具変化流量の有無を判定する流量変化判定手段と、前記流量変化判定手段で増加変化判
定時に流量変化分を流量登録し、又、減少変化判定時に流量変化分に近い登録流量を削除
する流量登録手段と、登録流量の合計値を計算する登録流量合計手段と、前記平均流量と
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登録流量の合計値とから流量差を演算する流量差判定手段と、前記流量差が所定値以上の
場合において、平均流量が登録流量の合計値よりも大きい時は前記流量登録手段により前
記流量差を登録し、又、平均流量が登録流量の合計値よりも小さい時は前記流量登録手段
により前記流量差に最も近い登録流量から前記流量差を減少補正させる流量差比較手段と
、器具の使用状態を監視する判定値を記憶する監視値記憶手段と、前記流量登録手段の登
録流量と前記監視値記憶手段の判定値とから異常の有無を判定する異常判定手段と、前記
異常判定手段で異常判定成立時にガスの供給を遮断する遮断手段とからなる。
【００１７】
　そして、器具使用を流量検出手段で検出し、流量演算手段で瞬時流量に換算し、平均流
量を求めるが、器具が使用されるたび、増加流量登録手段により流量登録されるが、器具
が使用され器具流量が登録されている時、流量変化判定手段で流量変化と判定されない微
少な流量変化が継続した後何らかの器具が使用停止された時初めて流量変化と判断され流
量登録手段より削除されるが、求めた平均流量と流量登録値の合計値との流量差があるか
を判定し、器具流量相当の所定流量値以上の流量差がある場合流量登録手段に流量登録補
正を行うが、所定値以上でプラスの場合再登録し、又所定値以上マイナスの場合流量差分
をもっと近い登録流量より減少補正することにより、全ての使用器具の流量を流量登録さ
せ、対応した使用時間で監視することができ、微少流量変化した流量の器具を使用停止、
或いは流量減少された場合、誤って微少流量変化した流量値を器具と間違って再登録しそ
の流量を使用時間監視し早期に使用時間遮断し、ガス事業者の不要な出動回数が増大した
り、暖房器具のように本来長時間使用可能であるのに短時間で停止し使い勝手の低下する
のを防止することができ、かつ安全性の高い。
【００１８】
　また、上記ガス遮断装置の手段の全てもしくは一部をコンピュータに実行させるための
プログラムである。
【００１９】
　そして、プログラムであるのでマイコン等を用いて本発明の遮断装置の一部あるいは全
てを容易に実現することができる。また記録媒体に記録したり通信回線を用いてプログラ
ムを配信したりすることでプログラムの配布やインストール作業が簡単にできる。
【００２０】
　（実施の形態１）
　図１は本発明の実施の形態１におけるガス遮断装置とガス器具の設置形態を示す構成図
、図２は同ガス遮断装置の制御ブロック図である。
【００２１】
　各家庭のガス供給管１の入口部分にガス遮断装置２が設置され、このガス遮断装置２を
経由した後のガス配管３から分岐して、各家庭で使用する種々のガス器具が設置された場
所まで配管され、ガスが供給される。例えば、屋外には給湯器４が設置され、この給湯器
４で生成される湯が水配管を介して台所の給湯栓５、浴槽やシャワー装置が設置された風
呂６、リビング等に設置された床暖房７に供給され、種々の使用形態を形成している。
【００２２】
　また、屋内にあっては、台所に設置されたガステーブル８、リビングや寝室等に設置さ
れたガスファンヒータ９にガスが供給され、必要に応じて適宜使用される。
【００２３】
　そして、設置されたガス器具が使用されガスの消費が発生するとガス遮断装置２でその
使用量が計測され、その使用量が検針値として累積記憶されている。このガス遮断装置２
に記憶されたデータはガス事業者からの定期的なデータ要求指令に基づいて所定の情報処
理を行った後、ガス料金やガス使用量あるいはガス事業者が提供する割引サービス等の情
報として需要家及びガス事業者に使用される。
【００２４】
　そして、ガス遮断装置２には、ガス入口とガス出口を有したガス流路が形成され、ガス
流量を計測する流量検出手段１０が設けられている。なお、流量検出手段１０としては種
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々の方式があり、本実施の形態で示す流路内に設置された一対の超音波センサで超音波信
号を一方から他方に発信しその伝搬時間より使用ガス流量を検出するものや、流路内に熱
線式センサを設け流れにより変化するインピーダンスより流量を求めるもの、さらには計
量膜によりガス量を検出し計量膜の機械的動作を磁石とリードスイッチあるいは磁気抵抗
素子等により電気的パルス信号として流量を検出するものがある。
【００２５】
　そこで、超音波センサを用いた流量検出手段１０について簡単に説明すると、超音波を
送信または受信する第１送受信器と受信または送信する第２送受信器が流れ方向に対抗し
て配置され、制御回路によって送受信の切り換えが可能になっている。この第１送受信器
と第２送受信器の信号を処理して流量を計測するもので、上流から下流に超音波を送信す
る。そして第２送受信器で受信し計時手段で伝搬時間を計測する。
【００２６】
　次に、切換手段で下流から上流に向かって超音波信号を送信し、伝搬時間を計測する。
そして、第１送受信器と第２送受信器との超音波の伝搬時間差から流路の大きさや流体の
流れ状態に対応した流量係数を掛けて流量演算手段１１で流量値を求める。流量は瞬時流
量値として予め定めた周期毎に求められる。
【００２７】
　そして、所定周期毎計測し求めた瞬時流量値は平均流量演算手段１２に入力され、所定
個数の瞬時流量値を集合して平均流量値として算出される。この平均流量値より流量変化
判定手段１３で器具流量有無の変化を判定する。今回求めた平均流量と前回の平均流量よ
り変化判定を行う。その後今回の平均流量は時系列的に流量変化判定手段１３に記憶され
る。即ち流量変化判定手段１３では、今回平均流量演算手段１２で算出された平均流量値
と前回の平均流量とを比較して、予め定めた以上の変化があるか否かを判定し、器具の使
用開始有無、或いは流量変化有無を判断する。例えば、需要家が給湯器４を使用すると流
量値はゼロから所定の流量まで変化、あるいは他の器具を使用中に給湯器４等が使用され
ると求めた平均流量と前回の平均流量とから流量変化率あるいは流量変化量が所定以上あ
ったか否かで器具の使用／停止、或いは流量変化の有無を判断する。
【００２８】
　そして、流量変化判定手段１３で流量変化が検出されると、器具の使用開始か、あるい
は器具の使用停止かを判断し、具体的には器具が使用された場合は流量変化分を流量登録
手段１４に登録流量値として設定する。ここで流量登録手段１４は、増加流量登録手段１
４ａと減少流量登録手段１４ｂとからなる。流量増加側の変化が検出される度に器具が追
加使用されたと判定して、都度流量変化分を新規に流量登録値として設定する。反対に、
器具の使用が停止された場合は流量登録手段１４に登録されている登録流量値のうち流量
変化分に近い登録流量値をその器具が停止されたと判定し流量登録値より削除し、登録流
量を大きい順番に再度変更登録する。この削除処理も同様に、流量減少側の変化が検出さ
れる度に器具の使用が停止されたと判断して都度、登録流量値の削除処理を実行する。流
量変化量が登録流量値と一致しない場合、各登録流量と流量変化量との差で最も小さい登
録流量、或いは各登録流量と流量変化量との差と登録流量との変化割合を求め、最も小さ
い流量値を流量変化値で減少補正し、最も近い器具の流量変化と判定し登録値を昇順に変
更する。
【００２９】
　次に登録流量合計手段１５では、流量登録手段１４で登録された流量値の合計流量を求
める。流量差判定手段１６は、平均流量演算手段１２で求めた使用器具全体の平均流量と
登録流量合計手段１５での登録流量の合計値とから流量差を求める。流量差がある場合、
流量登録手段１４に再入力し、実際の平均流量の方が大きい場合流量差分の流量を登録し
、また実際の平均流量が少ない場合流量差が最も近い登録流量より減少補正する。流量差
がなくなるまで実施する。
【００３０】
　そして、異常判定手段１７は、設定された登録流量で使用器具の監視を行う。監視値記
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憶手段１８は、流量域毎に対応した使用時間の制限時間値、あるいは使用最大流量の監視
判定値等が記憶されている。例えばストーブ等へガスを供給するホースが何らかの原因で
外れた時、異常な大流量が発生するが、そのような状態を監視するための合計流量遮断値
や、器具の通常使用する最大使用時間よりはるかに長く使用された場合に対応して使用時
間の制限時間を規定した使用時間遮断の制限時間等を監視値記憶手段１８に記憶している
。この設定値と流量登録手段１４の登録流量値とを異常判定手段１７で比較判定すること
で、登録流量値が使用最大流量値を超えていないか、或いは器具の使用時間が登録流量に
対応した連続使用の制限時間を超えていないか等監視する。この異常判定手段１７で異常
成立と判定した時遮断手段１９に遮断信号を送ってガス供給を停止する。また、報知通信
手段２０は、遮断状態や遮断内容を液晶表示素子等に表示すると共にガスの安全監視を行
っているガス事業者のセンターに電話回線等の通信により通報する。
【００３１】
　次に、以上のように構成されたガス遮断装置２の動作を説明する。需要家宅で保有して
いるガス器具、例えば給湯器４やガスストーブ９等が使用されるとその流量を流量検出手
段１０で検出する。例えば超音波センサを用いた場合は超音波信号の伝搬時間が検出値と
して計測され、この信号が流量演算手段１１に送られて瞬時流量値として換算され、平均
流量演算手段１２で所定個数毎の平均流量値として演算される。求められた平均流量は流
量変化判定手段１３で定期的に器具流量変化有無の判定を行う。流量変化判定手段１３で
は流量変化判定後、時系列的に複数個記憶される。この流量変化判定手段１３に記憶され
た過去の流量（例えば、前回、或いは前々回とか、Ｎ回前の流量記憶値等）と今回の平均
流量とから流量変化の有無を求める。つまり、所定間隔で出力される平均流量値を用いて
その変化状態から器具の使用あるいは器具の停止を判断するとともに、その変化時の流量
変化分をもって使用器具の登録流量とし、流量登録手段１４に新規登録したり、既に登録
済みの登録流量を減少補正、或いは削除したりすることで、変化時点の使用器具に対応し
た登録流量を正確に設定することができる。減少変化時器具停止や各種制御による流量変
化の場合もあり、流量変化分と登録流量が一致しない場合があり、所定流量範囲内もしく
は所定率以内に入れば流量登録手段１４は該当器具に近い、或いは該当器具と判定し減少
補正する。所定以内の場合登録流量と減少流量との差分が、実流量と登録流量との誤差と
なる。
【００３２】
　例えば、給湯器４を使用すると例えば過去流量が零の場合、１５００Ｌ／ｈ等の流量に
変化するが、その変化を今回の平均流量と過去の平均流量とを比較し変化有無を求める。
その変化率或いは変化量が所定以上の場合変化有として、何らかの器具使用有と判定して
流量登録手段１４に登録する。或いはガステーブル８使用中に給湯器４を使用すると流量
変化判定手段１３の過去流量にガステーブル８の流量が記憶されており、流量変化判定手
段１３では今回の平均流量と過去流量記憶値とから変化流量を求め、同様に現在の流量か
らの変化率、或いは変化流量が所定以上の場合に変化有りとして変化流量を流量登録手段
１４に登録する。ここで流量登録手段１４では流量変化有時求めた平均流量が、増加流量
登録手段１４ａと減少流量再登録手段１４ｂに入力される。流量変化判定手段１３で流量
増加と判定信号が入力されると前回の平均流量との増加流量が流量登録される。又複数の
器具使用中に、いずれかの器具が使用停止されたり、流量が変化すると流量変化判定手段
１３では過去の流量記憶値と平均流量とから減少変化かを判定しその減少変化流量を出力
し、流量登録手段１４は減少変化流量より登録された流量のうち最も近い流量登録値を削
除したり、或いは削減する。流量変化量が登録流量値と一致しない場合、各登録流量と流
量変化量との差で最も小さい登録流量、或いは各登録流量と流量変化量との差と登録流量
との変化割合を求め、最も小さい流量値を流量変化値で減少補正し、最も近い器具の流量
変化と判定し登録値を昇順に変更する。
【００３３】
　そして登録された全ての流量値は、登録流量合計手段１５で加算され合計流量が求めら
れる。流量差判定手段１６では求めた平均流量と登録流量合計値とから流量差を求める。
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流量差が零でない場合、使用器具流量が監視されるべき流量登録手段１４に流量登録され
ていないと判定し、流量差分の流量を再度登録する。流量差がプラスの場合、即ち器具使
用の平均流量の方が登録合計流量より大きい場合、登録流量が少ないと判定し、流量登録
手段１４の増加流量登録手段１４ａにより大きい順番に登録される。又流量差がマイナス
の場合、使用流量が登録合計流量より少ない場合、監視流量が多いと判定し流量差分の流
量をもとに最も近い登録流量より減少補正する。もし減少したりしない場合次に近い流量
登録値より減少する。結果、流量差が無くなるまで補正する。このようにして、実流量と
流量登録手段との合計流量の誤差がなくなるように補正する。
【００３４】
　ガステーブル８やガスファンヒータ９を使用中に給湯器４の使用形態において、床暖房
等に使用した場合は運転初期の負荷が大きい場合と安定状態の負荷が小さい場合、或いは
シャワー等で最初水温と設定温度との差が大きい時から湯温が安定すると燃焼量が大きく
変化する。このような場合、流量登録手段１４の増加流量登録手段１４ａによりガステー
ブル８やガスファンヒータ９の増加流量が登録され、更に給湯器４の流量が登録される。
給湯器４の運転初期に流量変化有として給湯器４の使用流量が、即ちこの時点の平均流量
値が登録流量として流量登録手段１４に登録される。そして、運転が継続されると室温が
安定化すると、燃焼量すなわちガス流量が比例制御により減少方向に制御されるが、徐々
に変化する場合があり流量変化判定手段１３で変化有りと判定できない微小な変化が長時
間継続する。このような場合流量変化がないため流量登録手段１４の登録値は変化しない
。そして給湯器４を停止すると、流量変化判定手段１３により流量が減少方向と判定され
、減少流量再登録手段１４ｂにより減少した流量に相当する登録流量が削除される。この
時流量変化判定タイミング毎、或いは平均流量を求める毎登録流量の合計値を演算してお
り、器具変化によって、新たに求まった平均流量と登録流量の合計値とが一致するように
、流量差分を求め、もし流量差があり登録流量が少ない場合、新たな流量として登録され
、逆に登録流量が大きい場合、登録流量の最も小さい登録流量より流量差分だけ減少補正
し、再登録される。即ちガステーブル８やガスファンヒータ９の流量が、実際は使用して
いるが、給湯器４の流量変化しない流量減少の結果、流量登録された合計流量値と検出さ
れた平均流量値（即ち実流量の全体流量値）とが一致しない状態で流量監視されるのを防
止している。流量差分がマイナスの場合、即ち登録合計流量が実際の使用されている流量
より大きい場合、最も流量差に近い流量登録値より補正し、最大登録流量値の使用時間監
視の区分に影響を与えないようにしている。逆に流量差がプラスの場合、即ち登録合計流
量が実際の使用されている流量より小さい場合、その差分流量は現在登録されている流量
値のどの流量との変化分か不明であり、この場合そのまま流量登録する。最大登録流量値
に加算することにより使用時間監視区分がひとつ大きい区分となり、器具として使用でき
る制限時間が短くなり、使い勝手が低下するのを防止している。
 
【００３５】
　そして、異常判定手段１７はこの再設定された登録流量で監視値記憶手段１８内の該当
の使用時間制限時間を参照して使用器具を監視する。監視時間が経過し異常発生時、遮断
手段１９を作動させてガスの供給を停止することで安全性を確保するようにしている。
【００３６】
　なお、本実施の形態に使用した数値限定は一例であり、又使用形態も本実施の形態に限
定されるものではない。
【００３７】
　以上のように、流量変化判定手段１３で所定以上の流量変化が検出されない状態より、
使用中の器具停止等の大きな流量変化を検出した時、登録された複数器具の合計流量値が
実際の使用流量と流量差が発生した場合、求めた流量差を再登録し直すことにより、実際
の使用中の器具流量を異常判定手段１７で監視することができ、使用器具に対応した適切
な使用制限機能を確保することでき、微少流量変化した流量の器具を使用停止、或いは流
量減少された場合、誤って微少流量変化した流量値を器具と間違って再登録しその流量で
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使用時間監視することによる誤遮断を防止でき、又器具の異常使用であるのに遅くする遮
断したり、逆に早期に遮断するのを防止でき、安全性や信頼性が極めて高く、かつ早期遮
断によるガス事業者の不要な出動を削減することができ、使い勝手が高い。
【００３８】
　（実施の形態２）
　図３は本発明の実施の形態２におけるガス遮断装置の制御ブロック図である。図１、図
２及び図４と同一機能を有するものは同一番号を付す。
【００３９】
　図３で、２１は流量差比較手段で、登録流量合計手段１５と平均流量演算手段１２の出
力より流量差判定手段１６で流量差を求め流量登録補正要求を出力するが、流量差が器具
流量相当の所定流量値以上の場合、流量登録手段１４に流量差と登録補正信号を出力する
。
【００４０】
　次に、以上のように構成されたガス遮断装置２の動作を説明する。需要家宅で保有して
いるガス器具、例えば給湯器４やガスストーブ９等が使用されるとその流量を流量検出手
段１０で検出する。例えば超音波センサを用いた場合は超音波信号の伝搬時間が検出値と
して計測され、この信号が流量演算手段１１に送られて瞬時流量値として換算され、平均
流量演算手段１２で所定個数毎の平均流量値として演算される。求められた平均流量は流
量変化判定手段１３で定期的に器具流量変化有無の判定を行う。流量変化判定手段１３で
は流量変化判定後、時系列的に複数個記憶される。この流量変化判定手段１３に記憶され
た過去の流量（例えば、前回、或いは前々回とか、Ｎ回前の流量記憶値等）と今回の平均
流量とから流量変化の有無、例えば前回値に対し所定の流量変化率以上の場合、或いは所
定の流量差があるかより求める。つまり、所定間隔で出力される平均流量値を用いてその
変化状態から器具の使用あるいは器具の停止を判断するとともに、その増加変化時の流量
変化分をもって使用器具の登録流量とし、流量登録手段１４に新規登録したり、減少変化
時は、既に登録済みの登録流量を減少補正、或いは削除したりすることで、変化時点の使
用器具に対応した登録流量を正確に設定することができる。減少変化時器具停止や各種制
御による流量変化の場合もあり、流量変化分と登録流量が一致しない場合があり、所定流
量範囲内もしくは所定率以内に入れば流量登録手段１４は該当器具と判定し減少補正する
。所定以内の場合登録流量と減少流量との差分が、実流量と登録流量との誤差となる。
【００４１】
　例えば、給湯器４を使用すると例えば過去流量が零の場合、１５００Ｌ／ｈ等の流量に
変化するが、その変化を今回の平均流量と過去の平均流量とを比較し変化有無を求める。
その変化率或いは変化量が所定以上の場合変化有として、何らかの器具使用有と判定して
流量登録手段１４に登録する。或いはガステーブル８使用中に給湯器４を使用すると流量
変化判定手段１３の過去流量にガステーブル８の流量が記憶されており、流量変化判定手
段１３では今回の平均流量と過去流量記憶値とから変化流量を求め、同様に現在の流量か
らの変化率、或いは変化流量が所定以上の場合に変化有りとして変化流量を流量登録手段
１４に登録する。ここで流量登録手段１４では流量変化有時求めた平均流量が、増加流量
登録手段１４ａと減少流量再登録手段１４ｂに入力される。流量変化判定手段１３で流量
増加と判定信号が入力されると前回の平均流量との増加流量が流量登録される。又複数の
器具使用中に、いずれかの器具が使用停止されたり、流量が変化すると流量変化判定手段
１３では過去の流量記憶値と平均流量とから減少変化かを判定しその減少変化流量を出力
し、流量登録手段１４は減少変化流量より登録された流量のうち最も近い流量登録値を削
除したり、或いは削減する。流量変化量が登録流量値と一致しない場合、各登録流量と流
量変化量との差で最も小さい登録流量、或いは各登録流量と流量変化量との差と登録流量
との変化割合を求め、最も小さい流量値を流量変化値で減少補正し、最も近い器具の流量
変化と判定し登録値を昇順に変更する。
【００４２】
　そして登録された全ての流量値は、登録流量合計手段１５で加算され合計流量が求めら
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れる。流量差判定手段１６では求めた平均流量と登録流量合計値とから流量差を求める。
流量差が零でない場合、使用器具流量が監視されるべき流量登録手段１４に流量登録され
ていないと判定し、流量差分の流量を再度登録するか否かを流量差比較手段２１で判定す
る。流量差比較手段２１では、実際の流量と登録流量との流量差が器具流量相当（ＬＰガ
スでは２１Ｌ／ｈ以上、都市ガスでは例えば５１．８２Ｌ／ｈ以上）がある場合、再登録
を行う。即ち流量差がプラスで所定値以上の場合、即ち器具使用の平均流量の方が登録合
計流量より所定値以上大きい場合、登録流量が少ないと判定し、流量登録手段１４の増加
流量登録手段１４ａにより大きい順番に流量差流量が登録される。又流量差がマイナスの
所定値以上の場合、即ち使用流量が登録合計流量より所定流量以上少ない場合、登録され
ている監視流量が多く補正不足と判定する。この場合流量差分の流量をもとに最も近い登
録流量より減少補正する。もし減少したりしない場合次に近い流量登録値より減少する。
結果、流量差が無くなるまで補正する。このようにして、実流量と流量登録手段との合計
流量の誤差がなくなるように補正する。
【００４３】
　ガステーブル８やガスファンヒータ９を使用中に給湯器４の使用形態において、床暖房
等に使用した場合は運転初期の負荷が大きい場合と安定状態の負荷が小さい場合、或いは
シャワー等で最初水温と設定温度との差が大きい時から湯温が安定すると燃焼量が大きく
変化する。このような場合、流量登録手段１４の増加流量登録手段１４ａによりガステー
ブル８やガスファンヒータ９の増加流量が登録され、更に給湯器４の流量が登録される。
給湯器４の運転初期に流量変化有として給湯器４の使用流量が、即ちこの時点の平均流量
値が登録流量として流量登録手段１４に登録される。そして、運転が継続されると室温が
安定化すると、燃焼量すなわちガス流量が比例制御により減少方向に制御されるが、徐々
に変化する場合があり流量変化判定手段１３で変化有りと判定できない微小な変化が長時
間継続する。このような場合流量変化がないため流量登録手段１４の登録値は変化しない
。そして給湯器４を停止すると、流量変化判定手段１３により流量が減少方向と判定され
、減少流量再登録手段１４ｂにより減少した流量に相当する登録流量が削除される。この
時流量変化判定タイミング毎、或いは平均流量を求める毎登録流量の合計値を演算してお
り、器具変化によって、新たに求まった平均流量と登録流量の合計値とが一致するように
、流量差分を求め、もし流量差があり登録流量が少ない場合、新たな流量として登録され
、逆に登録流量が大きい場合、登録流量の最も小さい登録流量より流量差分だけ減少補正
し、再登録される。即ちガステーブル８やガスファンヒータ９の流量が、実際は使用して
いるが、給湯器４の流量変化しない流量減少の結果、流量登録された合計流量値と検出さ
れた平均流量値（即ち実流量の全体流量値）とが一致しない状態で流量監視されるのを防
止している。流量差分がマイナスの所定値以上の場合、即ち登録合計流量が実際の使用さ
れている流量より大きい場合、流量差が最も近い流量登録値より補正するので、最大登録
流量値の使用時間監視の区分に影響を与えないようにしている。逆に流量差がプラスの所
定値以上の場合、即ち登録合計流量が実際の使用されている流量より小さい場合、その差
分流量は現在登録されている流量値のどの流量との変化分か不明であり、この場合そのま
ま流量登録する。最大登録流量値に加算することにより使用時間監視区分がひとつ大きい
区分となり、器具として使用できる制限時間が短くなり、使い勝手が低下するのを防止し
ている。
 
【００４４】
　そして、異常判定手段１７はこの再設定された登録流量で監視値記憶手段１８内の該当
の使用時間制限時間を参照して使用器具を監視する。監視時間が経過し異常発生時、遮断
手段１９を作動させてガスの供給を停止することで安全性を確保するようにしている。
【００４５】
　なお、本実施の形態に使用した数値限定は一例であり、又使用形態も本実施の形態に限
定されるものではない。
【００４６】
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　以上のように、流量変化判定手段１３で所定以上の流量変化が検出されない状態より、
使用中の器具停止等の大きな流量変化を検出した時、登録された複数器具の合計流量値が
実際の使用流量と流量差が発生した場合、求めた流量差を再登録し直すことにより、実際
の使用中の器具流量を異常判定手段１７で監視することができ、使用器具に対応した適切
な使用制限機能を確保することでき、微少流量変化した流量の器具を使用停止、或いは流
量減少された場合、誤って微少流量変化した流量値を器具と間違って再登録しその流量で
使用時間監視することによる誤遮断を防止でき、又器具の異常使用であるのに遅くする遮
断したり、逆に早期に遮断するのを防止でき、安全性や信頼性が極めて高く、かつ早期遮
断によるガス事業者の不要な出動を削減することができ、使い勝手が高い。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　以上のように、本発明に係るガス遮断装置は、使用量が微少に変化する器具の使用時間
の制限機能を適切化に図るものであり、水道メータでの水量監視やディジタル電力メータ
の器具毎の使用電気量監視等の器具監視装置全般に適用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の実施の形態１におけるガス遮断装置とガス器具の設置形態を示す構成図
【図２】本発明の実施の形態１におけるガス遮断装置の制御ブロック図
【図３】本発明の実施の形態２におけるガス遮断装置の制御ブロック図
【図４】従来のガス遮断装置の制御ブロック図
【符号の説明】
【００４９】
　１０　流量検出手段
　１１　流量演算手段
　１２　平均流量演算手段
　１３　流量変化判定手段
　１４　流量登録手段
　１５　登録流量合計手段
　１６　流量差判定手段
　１７　異常判定手段
　１８　監視値記憶手段
　１９　遮断手段
　２０　報知通信手段
　２１　流量差比較手段
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